
DNSAに新コレクション登場！米国防総省内部の機密文書

非営利団体National Security Archive (NSA) とは
重要な国家政策の形成・施行過程に関する政府機関の文書を収集・公開することを
目的とした米国の団体です。1985年の設立以来、ときには訴訟も駆使して体系的に米
国政府の機密解除文書の公開請求を行っています。これまで200以上の政府
機関に対して5万件にも及ぶ公開請求を申し立てて1,000万ページ以上の文書の開示
に成功しており、アメリカ政府自体を除けば、現代アメリカの国家安全保障に関する
一次資料を最も多く所蔵していると言われています。
当デジタル・アーカイブは、NSAとProQuest社の協力のもと、NSAが収集した機密解除
文書から特に重要なものを選び、学術研究に適した編纂を施して、 ProQuest社を通じ
て研究機関に有償で提供するものです。
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2001年～2003年に、ドナルド・ラムズフェルドが長官として国防総省内で職員への

指示や状況の把握に用いた短い機密メモ、通称「スノーフレーク（雪片）」を集めた

デジタル・コレクションです。

2001年～2003年は、国防総省も直接攻撃を受けた9.11テロ、アフガニスタンへの

軍事攻撃開始、そしてイラク戦争の開戦へと至る米国史上有数の激動の時期であ

り、ラムズフェルドはブッシュ大統領の国防長官として、米国の政策と軍事行動を主

導したメンバーの一人です。スノーフレーク・メモは、この時期のラムズフェルドとそ

の足下の国防総省内部の動きに新たな証言を加える、貴重な一次史料です。

これらのメモは2011年にラムズフェルドの回顧録によりその存在と一部の内容が明かされたものの、国防総省が長

らく開示要求に応じず、非営利団体National Security Archiveによる情報開示の訴訟によってこのたび初めて大規模

な開示に至りました。機密解除文書はその性質上、収集が断片的になりがちですが、幸いにもスノーフレークは大部

分がまとまって管理されていたため、体系的な収集に成功しました。まずは当「パート１」で、 2001年（1,193点）、2002

年（2,679点）、2003年（2,400点）のメモを刊行します。近く「パート２」を刊行予定です。

9.11テロからアフガニスタン・イラク攻撃へと至る時期の、国防総省内部の機密文書を初めて体系的に刊行
21世紀米国のもっとも重大な局面における、政府の意思決定の過程の一端を明らかにする新資料

defense.govより

Digital National Security Archive アメリカ外交政策極秘文書シリーズWeb版

スノーフレーク・１

ラムズフェルドの機密メモ

国防総省と米国の外交政策：2001年-2003年
Donald Rumsfeld's Snowflakes, Part I: The Pentagon and U.S. Foreign Policy, 2001-2003
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Terrorism and U.S. Policy, 1968–2002

テロリズムとアメリカ：1968–2002年

The National Security Agency: Organization and Operations, 1945-2009

アメリカ国家安全保障局：組織と軍事行動、1945-2009年

The U.S. Intelligence Community After 9/11
9/11以降のアメリカの情報コミュニティ

U.S. Intelligence on Weapons of Mass Destruction: From World War II to Iraq

大量破壊兵器に関するアメリカの諜報活動：第二次大戦からイラク戦争まで

Afghanistan: The Making of U.S. Policy, 1973–1990

アフガニスタンとアメリカ：1973-1990年

Targeting Iraq, Part 1: Planning, Invasion, and Occupation, 1997-2004

アメリカ イラクへの攻撃・１：計画・侵攻・占領、1997-2004年

DNSAは56コレクションを刊行中、詳しくはこちら：https://mirai.kinokuniya.co.jp/catalog/dnsa/

収録例：United States. Department of 
Defense. Secretary. (2002). Iraq's WMD 
[includes attachment entitled "iraq's
weapons of mass destruction programs"]

当コレクションがカバーするトピックス

ペンタゴンの日常業務、国防総省の再編成の試み、部門間での共同性・連携を通じた米軍の近代化の試み、軍事予
算の決定過程、予算抑制のための試み、軍事計画・調達・支出、9.11テロ、対テロ戦争、アフガニスタン戦争、イラク

戦争の正当化、イラクへの侵略、核兵器、給付金・兵役期間・退役軍人など軍の給与の決定、米軍の情報機関、国土
安全保障省やCIAとの関係、ラムズフェルドと国務省・国家安全保障会議との関係、NATOとの関係、ロシアをはじめ旧

ソ諸国との軍事関係、ラムズフェルドとメディア・議会・市民との関係、グアンタナモ収容所の収容者・拷問、国際刑事
裁判所における米国の戦争犯罪への責任追及に対する懸念、ビンラディンらテロリストの捜索、統合打撃戦闘機計
画、海南島事件 など

契約方式 2種類の契約方式があります。

・恒久アクセスライセンス契約：コレクション毎に販売します。購入時に必要な買切料金のほか、1年目より毎年、

サービス維持料金がかかります。
・年間購読契約：既刊の全コレクションを利用できます。

個別にお見積り申し上げます。販売総代理店・紀伊國屋書店デジタル情報営業部（ pqhelp@kinokuniya.co.jp ）まで

お問い合わせ下さい。

スノーフレークは、冷戦以後の米国でもっとも重要な期間の国防長官、ドナル

ド・ラムズフェルドの関わったトピックスに関する、ほぼ1時間ごとの年表といえ

ます。

9.11テロの衝撃から、対テロ戦争の始まり、ビンラディンの捜索、アフガニス

タンでの長い戦争の始まり、イラクへの侵略と占領、ライス国家安全保障問

題担当大統領補佐官らホワイトハウスの職員やコリン・パウエル国務長官ら

との内部紛争まで、当時のさまざまな問題についての証言を見出すことがで

きます。

また、人事から食堂の管理まで、国防長官が扱ったペンタゴンの様々な内

部情報についての文書も収録しています。スノーフレークと、それらへの軍お

よび官僚機構からの応答は、当時の米国政府の最高レベルでの意思決定の

過程を明らかにします。
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